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アジェンダ － ご紹介する内容

▪ はじめに

▪ Design Automation APIの理解

▪ Learn Forge：モデルを修正する

▪ 付録： Forge Design Automation でiLogicを実行する

▪ 付録： コストについて



はじめに
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インターネットで各社提供 API への接続が可能な時代

▪ 業界標準＆オープンソース API テクノロジ
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検索 アクティビティ表示プロジェクト データアイデンティティ

Web
API

Web
API

Web
API

Web
API

Web
API
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自動車

IoT

CRM
資産管理

AI

ストレージ

天気/

ニュース

株/金融

ロボット 地図/位置

交通/宿泊

渋滞情報

デザインデータ活用 VR/AR

画像認識
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デスクトップ製品のアドイン開発者の方へ

▪ デスクトップ開発と Web 開発の違いをご理解ください

▪ Web アプリの特性 － セキュリティ視点

▪ 通信経路

▪ 呼び出し数制限

▪ 非同期処理

▪ 仮想環境

▪ オンプレミスとの違い

参考ブログ記事：Forge 開発に際して...

関連ブログ記事

https://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2022/02/need-to-know-before-forge-development.html
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公式ドキュメント

▪ Forge ポータル (https://forge.autodesk.com/) に記載

https://forge.autodesk.com/
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Forge サンプル

▪ Forge ポータル下部 Code Samples からのアクセス
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Forge SDK

▪ RESTful API をラップするサーバー実装用ユーティリティ

参考ブログ記事： Forge SDK

https://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2017/01/forge-sdk.html
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開発環境 － これに限定するものではありません

▪ Web ブラウザ：Google Chrome

▪ HTML/JavaScript エディタ：VS Code

▪ テスト ツール : Postman

▪ Web サーバー実装：Node.js

▪ リポジトリ ユーティリティ：git for Windows

参考ブログ記事：Forge の開発環境

https://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2017/01/development-environment-for-forge.html
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学習リソース：Learn Forge

▪ https://learnforge.autodesk.io/

https://learnforge.autodesk.io/


13

Forge を始めるには?

▪ まずは https://forge.autodesk.com/ へ

▪ 目的はデベロッパ キーの取得

▪ Client ID（別名：Consumer Key）

▪ Client Secret（別名：Consumer Secret）

1 2 3

Autodesk ID で
サインイン

Forge アプリ作成 開発

https://forge.autodesk.com/
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Applications からのアプリ登録

デベロッパ キー

アプリ情報を入力
どのAPIを使うか指定



Design Automation APIの理解
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Forge の主なソリューション

Viewer ソリューション

ストレージ統合ソリューション

自動化ソリューション
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▪ Forge Viewer からのオリジナルデータへの反映は不可

▪ Design Automation API の連携は可能

Design Automation API の連携

Data Management APIAuthentication API Model Derivative API Viewer

Design Automation API

>> Viewer ソリューション >>

<<自動化ソリューション <<
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Inventor のカスタマイズ API

Inventor file
(*.ipt, *.iam, 
*.idw, *.dwg)

VBA

iLogic

アドイン(dll)

外部アプリ
(exe)

外部アプリ
(Excel マクロ)

APIの呼び出し方法は様々だが、APIの実行にはローカル環境での
Inventorエディタの起動が必須

様々な「設計業務（と付随業務）」の自動化による、省力化、生産性の向上
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自動化ソリューション

▪ Design Automation API

▪ CAD エンジンでアドインを実行する仕組み

▪ 対面操作を意図した ‘製品’ ではない

▪ CAD エンジンは UI を持たないためオーバーヘッドなし

▪ 製品一般規約による制限事項は不適用
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自動化ソリューション

▪ Design Automation API

▪ CAD エンジンでアドインを実行する仕組み

▪ 製品一般規約による制限事項は不適用

▪ CAD エンジンは UI を持たないためオーバーヘッドなし

Data Management API
データアクセス

Design Automation API
アドイン自動処理
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Design Automation API

Web API ＋ デスクトップ API の知識が必要
製品別アドイン開発Forge 開発
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Design Automation API を正しく理解しましょう

• AutoCAD Web のようなものではありません

対話的な表示/編集機能は ありません

• 必要に応じて Forge Viewer の利用を検討出来ます

ビューア機能は ありません

• 開発者向けのサービスです

エンドユーザ向けのサービスでは ありません

• オンプレミス(プライベート)サーバー版はありません

サーバー モジュールでは ありません
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Design Automationの用語

Activity
AppBundleとWorkItemのインター
フェース

Engine
複数バージョンのInventor Server

WorkItem
Inventor Serverを実行するJob

AppBundle
Inventor プラグイン



24

Design Automation API とは？

▪ 起動したコアエンジンにアドインをロード/実行

▪ AppBundle（事前登録が必要）

▪ 成果物としてデザインファイルや関連ファイルの作成して
ダウンロードして利用

▪ Activityで入出力ファイル/パラメータを宣言（事前登録が必要)

▪ WorkItem（ファイル/パラメータ渡しを実行）

▪ クラウド上の CAD コアエンジンをリモートで起動

▪ WorkItem（実際の処理実行）
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Design Automation API とは

▪ クラウドのコアエンジン上でアドインを実行する仕組みを提供

① AppBundle(アドイン本体+自動ロード定義) のアップロード&登録

② Activity を登録（AppBundle が使用する入出力ファイルを指定）

③ WorkItem を指定、実行（Activity と各種パラメータを指定）

①

②

③
③-2

③-1

WorkItem 実行時にはダウンロード可能な
ログファイルが生成されます
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Design Automation API とは

▪ クラウドのコアエンジン上でアドインを実行する仕組みを提供

① AppBundle(アドイン本体+自動ロード定義) のアップロード&登録

② Activity を登録（AppBundle が使用する入出力ファイルを指定）

③ WorkItem を指定、実行（Activity と各種パラメータを指定）

①

②

③
③-2

③-1
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DA4Iで利用可能なコアエンジン バージョン

▪ デスクトップ製品と同期したコアエンジンバージョン

▪ AppPackageはエンジンバージョンに合わせた作成が必須

▪ コアエンジンIDの形式はコアエンジン毎に異なる

▪ 2022年10月5日現在（Inventor 2018 ～2023が対象）

“Autodesk.Inventor+22” ⇒ Inventor 2018

“Autodesk.Inventor+23” ⇒ Inventor 2019

“Autodesk.Inventor+24” ⇒ Inventor 2020

"Autodesk.Inventor+2021" ⇒ Inventor 2021

"Autodesk.Inventor+2022" ⇒ Inventor 2022

"Autodesk.Inventor+2023" ⇒ Inventor 2023
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1.Nickname の登録※ PATCH forgeapps/:id

2.AppPackage を登録（アップロード パラメータ取得）※ POST appbundles

3.AppPackage をアップロード※ POST dasprod-store.s3.amazonaws.com

4.AppPackage に Alias を設定※ POST appbundles/:id/aliases

5.Activity を登録 POST activities

6.Activity に Alias を設定 POST activities/:id/aliases

7.WorkItem を実行 POST workitems endpoint

8.WorkItem ステータスをチェック GET workitems/:id

利用手順と endpoint

※ Nickname の使用は任意

https://forge.autodesk.com/en/docs/design-automation/v3/reference/http/forgeapps-id-PATCH/
https://forge.autodesk.com/en/docs/design-automation/v3/reference/http/appbundles-POST
https://forge.autodesk.com/en/docs/design-automation/v3/reference/http/appbundles-id-aliases-POST/
https://forge.autodesk.com/en/docs/design-automation/v3/reference/http/activities-POST
https://forge.autodesk.com/en/docs/design-automation/v3/reference/http/activities-id-aliases-POST/
https://forge.autodesk.com/en/docs/design-automation/v3/reference/http/workitems-POST
https://forge.autodesk.com/en/docs/design-automation/v3/reference/http/workitems-id-GET
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Design Automation API で扱う ID

▪ AppBundle と Activity で利用

▪ Client ID に関連付けられる

▪ Nickname に置き換えが可能

▪ 例）

"piFGJwGRnAxwUznvfSDNRRWqflbyvJAL.UpdateIPTParamActivity+dev“

▪ App 名

▪ AppBundle と Activity 登録時に ID に指定

▪ Alias 名

▪ AppBundle と Activity バージョン識別に利用

▪ 例）prod、dev

▪ WorkItem は作成時に個別 ID を割り当て

App 名 Alias 名



Learn Forge：モデルを修正する
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▪ Learn Autodesk Forge（日本語）

▪ 「モデルを修正する」セクション
▪ Forge アプリ専用のストレージ（OSS Bucket）を作成して、デザインファイ

ルをアップロードし、Revit, Inventor, AutoCAD, 3ds Max のモデルのパラ
メータを変更後、ファイルに保存してダウンロード

Forge APIs を学習するためのチュートリアル

言語の選択
• Node.js
• .NET Core

https://learnforge.autodesk.io/#/ja-JP/
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今回のチュートリアルで使用する開発環境

▪ Visual Studio Code

▪ 7zip 

▪ ngrok ツール

▪ Google Chrome ブラウザ

▪ Git for Windows （必須ではありません）

※本トレーニングでは、プラグインのビルドツール（Visual Studio Professional等）は使
用せず、ダウンロードしたプラグインモジュールを使用します。
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チュートリアルのゴールイメージ
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何が必要？

▪ Webページ： HTML/CSS/JavaScript

▪ Webサーバ：Webページをホスト、 Autodesk Forge APIの実行

▪ プラグイン: Inventor Plugin (.net アセンブリ）

▪ 元データ：Inventorのパートファイル

▪ Autodesk Forge App：Client Idとシークレット

… 
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Webサーバの役割

Web サービス/ページをホスティング
ASP.NET, Node.js, Apache …

JavaScript

JavaScript

Web サーバー

RESTful API

JavaScript

JavaScript

JavaScript

HTML
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Node.js とは

▪ オープンソース

▪ JavaScript をサーバー上で実行するための環境

• イベント駆動方式を利用しノンブロッキングI/Oモデルによ
りリクエストを同時に処理。c10K問題にも対応可能

▪ Google V8 JavaScript Engine が使用

▪ Node Package Manager で拡張可能

▪ 今回使用しているパッケージ(ミドルウェア)：

▪ express

▪ request

▪ serve-favicon

▪ …



サーバを作成する



38

Node.jsサーバの作成

1. VS Codeでプロジェクトフォルダを開く
• C:\tempにフォルダforgesampleを作成

• VSCodeのファイルメニューから、C:\temp\forgesampleを開く

2. ターミナルでnpm initを実行
• エントリ ポイントにはstart.js を指定

3. 必要なパッケージをインストール
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補足：ここまでのプロジェクト構成

Web サーバー側で
実行される内容

クライアントからアクセスす
るコンテンツ（html, css, 
js）を配置するフォルダ



基本アプリの UI
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HTML の構造 メイン画面

幅の入力

高さの入力

Start workitem

Activityの選択

<nav> ~ </nav>

<input> ~ </input>

<input> ~ </input>

<button> ~ </button>

<select> ~ </select>

<input type=file> ~ </input>

<pre> ~ </pre>

<span> ~ 

</span

index.html
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HTML の構造 モーダルポップアップ

Start workitem

<nav> ~ </nav>

<input> ~ </input>

<input> ~ </input>

<button> ~ </button>

<select> ~ </select>

<input type=file> ~ </input>

<pre> ~ </pre>

<span> ~ 

</span

Clear Account

DAエンジン選択

<button> ~ </button>

<select> ~ </select>

<div class="modal fade"> ~ </div>

Create Update

<button> ~ </button>

Appバンドルの選択

<select> ~ </select>

<div class="modal-dialog”> ~ </div>

index.html
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ここまでのプロジェクト構成

ローカルの Web ブラウザ側で
表示、または、実行される内容

Web サーバー側で
実行される内容
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クライアント側 JavaScript ～Node.js サーバへのリクエスト

▪ 各種リストの取得 ～Onload時
• Activityのリスト：'/api/forge/designautomation/activities'

• DAエンジンのリスト：'/api/forge/designautomation/engines'

• ローカルAppBundleのリスト：'/api/appbundles’

▪ アクション ～ボタンクリック時
• アカウントのクリア:'api/forge/designautomation/account’

• Appbundle作成：'api/forge/designautomation/appbundles’

• Activityの作成：'api/forge/designautomation/activities’

• WorkItemの実行：'api/forge/designautomation/workitems'

Web サーバーForgeDesignAutomation.js

HTTP Requst



プラグインを準備する
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UpdateIPTParam Plug-In

widthとheightパラメータを
指定した値に変更するプラグイン
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Inventor プラグインをAppBundleにパッケージ化

▪ カスタムコマンドを実行するバイナリファイルとサポートファ
イルをパッケージ化

▪ AppBundleにアップロードして使用

\UpdateIPTParam.bundle
+ PackageContents.xml
\Contents

+ UpdateIPTParam.dll
+ UpdateIPTParam.Inventor.addin

Platform="Inventor"
ModuleName="./Contents/ UpdateIPTParam.Inventor.addin"
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App Bundleの作成の手順

1. *.bundleフォルダの作成

2. PackageContents.xmlの作成

3. *.bundle\contentsフォルダを作成し、アセンブリと.addin
ファイルをコピー

4. .addinファイルを修正

5. Zipアーカイブを作成
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1．*.bundleフォルダの作成
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2．PackageContents.xmlの作成

<?xml version="1.0" encoding="utf-8" ?>
<ApplicationPackage SchemaVersion="1.0" Version="1.0" ProductCode="{c803510f-2486-4dd7-b477-a236127d25ed}" 
Name="UpdateIPTParam" Description="UpdateIPTParamPlugin Plugin" Author="Design Automation for Inventor">

<CompanyDetails Name="Autodesk, Inc" Phone="415.555.5555" Url="learnforge.autodesk.io" Email="forge.help@autodesk.com" />
<Components>

<!-- For Inventor Engine, "Platform" attribute must be "Inventor" -->
<RuntimeRequirements OS="Win64" Platform="Inventor" />
<!-- For Inventor Plug-in, the "Module" attribute must point to the .addin manifest file. -->
<ComponentEntry LoadOnAutoCADStartup="False" LoadOnCommandInvocation="False"

AppDescription="UpdateIPTParam App Package. "
ModuleName="./Contents/UpdateIPTParam.Inventor.addin" AppName="UpdateIPTParam"/>

</Components>
<EnvironmentVariables>
</EnvironmentVariables>

</ApplicationPackage>
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3．*.bundle\contentsフォルダを作成し、アセンブリ
と.addinファイルをコピー

“Contents” フォルダを作成

アセンブリと.addinファイルをコピー
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4．.addinファイルを修正

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>
<!-- Type attribute is same as Type registry key (Standard, Translator, Plugin (Server only) -->
<Addin Type="Standard">
<ClassId>{c803510f-2486-4dd7-b477-a236127d25ed}</ClassId>
<ClientId>{c803510f-2486-4dd7-b477-a236127d25ed}</ClientId>
<!-- Both of the following fields should be translated. NO OTHER FIELDS SHOULD BE TRANSLATED! -->
<DisplayName>UpdateIPTParam</DisplayName>
<Description>UpdateIPTParam</Description>
<!-- Assumes that SimpleAddIn.dll is underneath Inventor\bin -->
<Assembly>UpdateIPTParam.dll</Assembly>
<SupportedSoftwareVersionGreaterThan>17..</SupportedSoftwareVersionGreaterThan>
<LoadOnStartUp>1</LoadOnStartUp>
<Hidden>0</Hidden>

</Addin>

Plugin



53

5．Zipアーカイブを作成
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Inventor アドインとプラグイン

Inventorアドイン

▪ Inventor SDK .NET Wizard で
プロジェクト作成

▪ Inventor エディタにロードして、
GUIからカスタム処理を実行

▪ コマンドを作成し、GUI（リボン
ボタン等）のイベントハンドラに
登録

Inventorプラグイン

▪ Design Automation for Inventor テ
ンプレートでプロジェクト作成

▪ Inventorコアエンジンにロードして、
GUIなしでカスタム処理を実行

▪ Run()または、RunWithArguments()
メソッドに処理を記述。処理はコアエ
ンジンから起動される

▪ Visual Studio (Visual Studio 2019 professional 等）を使用

▪ Inventor SDKのAPIを用いてInventor機能を実行
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Design Automation for Inventor
プラグインの開発環境

▪ Inventor SDK

▪ C#、VB.NET

▪ .NET Framework

▪ .NET Framework 4.6～4.8

▪ Microsoft Visual Studio 

▪ 各バージョンに一致するアセンブリ出力が
可能なもの

▪ 参照ライブラリ

▪ autodesk.inventor.interop.dll

▪ Nuget パッケージ

▪ Autodesk.Forge.DesignAutomation.Inventor.Utils

▪ Newtonsoft.Json （JSONファイルのR/W）

ビルドに Visual Studio が必要

Inventor プラグイン
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Inventor プラグインの開発

▪ Inventor SDKを用いたカスタマイズ

▪ Visual Studioを使用して、.netアセンブリを作成

▪ Design Automation for Inventor テンプレートでプロジェクト作成
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Inventor アドインのプラグイン化のポイント

1. GUIに依存した処理を除去

2. Inventor.Application の参照をInventorServerに変更

3. InventorServerを引数に取るコンストラクタの実装

4. Run、RunWithArgumentsメソッドに自動化処理を実装

5. COM Automationのサポート

参考ブログ記事：Forge Online - Design Automation：Inventor タスクの自動化

https://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2020/07/forge-online-design-automation-api-for-inventor.html
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プラグインのローカルでのデバッグ用プロジェクト

▪ DebugPluginLocallyプロジェクト

https://github.com/Developer-Autodesk/design.automation.inventor-csharp-basics.git

参考ブログ記事：Design Automation API for Inventor - Visual Studio template のご紹介

https://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2020/08/design-automation-api-for-inventor-visual-studio-template.html
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Inventor APIの学習
～Inventor 2023 API トレーニング マテリアル

参考ブログ記事：Autodesk Inventor 2023 の APIトレーニングマテリアル

https://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2022/05/autodesk-inventor-2023-api_trainingmaterial.html


AppBundle をアップロードする
Activity を定義する
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サーバ側 JavaScript ～Forgeエンドポイントの実行

▪ 各種リストの取得 ～Onload時
• Activityのリスト：'/api/forge/designautomation/activities’

⇒ AutodeskForgeDesignAutomationClient.getActivities():GET '/v3/activities’

• DAエンジンのリスト：'/api/forge/designautomation/engines’

⇒AutodeskForgeDesignAutomationClient.getEngines(): GET  '/v3/engines'

Web サーバー

RESTful API

DesignAutomation.js
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DA4Iで利用可能なコアエンジン バージョン

▪ デスクトップ製品と同期したコアエンジンバージョン

▪ AppPackageはエンジンバージョンに合わせた作成が必須

▪ コアエンジンIDの形式はコアエンジン毎に異なる

▪ 2022年10月6日現在（Inventor 2018 ～2023が対象）

“Autodesk.Inventor+22” ⇒ Inventor 2018

“Autodesk.Inventor+23” ⇒ Inventor 2019

“Autodesk.Inventor+24” ⇒ Inventor 2020

"Autodesk.Inventor+2021" ⇒ Inventor 2021

"Autodesk.Inventor+2022" ⇒ Inventor 2022

"Autodesk.Inventor+2023" ⇒ Inventor 2023
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サーバ側 JavaScript ～Forgeエンドポイントの実行

▪ アクション ～ボタンクリック時
• Appbundle作成：'api/forge/designautomation/appbundles’

⇒ AutodeskForgeDesignAutomationClient.createAppBundle(): POST '/v3/appbundles'

• Activityの作成：'api/forge/designautomation/activities’

⇒ AutodeskForgeDesignAutomationClient.createActivity(): POST '/v3/activities'

Web サーバー

RESTful API

DesignAutomation.js
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Inventorコアエンジン

InventorCoreConsole.exe
✓ Design Automation for Inventor用のコアエンジン
✓ クライアント版Inventorには同梱されていない
✓ 起動引数で指定されたAppBundleをロードし、AppBundle内

のメソッド（Run, RunWithArgumentsのどちらか）を実行
▪ Run(Document doc) ：所定起動引数のみ場合

▪ RunWithArguments(Document doc, NameValueMap map)： 所定引数
以外を指定した場合。所定以外の引数はNameValueMapにキー“-1”, “-
2”…で順に格納される

✓ InventorCoreConsole.exeの所定起動引数
▪ /al : ロードするAppBundleのパス

▪ /i : ロードするドキュメントのパス

▪ /s : 実行するスクリプトファイルへのパス
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Activityでコアエンジンの起動パラメータを指定



WorkItem を実行する
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サーバ側 JavaScript ～Forgeエンドポイントの実行

▪ アクション ～ボタンクリック時
• WorkItemの実行：'api/forge/designautomation/workitems'

⇒ AutodeskForgeDesignAutomationClient.createWorkItem(): POST '/v3/workitems'

Web サーバー

RESTful API

DesignAutomation.js
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WorkItem 実行時に起こること

▪ AppBundle（アドイン）は実行時に作成の作業フォルダに展開

▪ DA API は WorkItem で指定された値を利用

▪ 指定のクラウド ストレージから ipt をダウンロード（任意）

▪ 指定の値を持つ JSON ファイルを作成

▪ 成果ファイルを指定のクラウド ストレージへ保存（アップロード）

▪ ipt や PDF など

▪ WorkItem 終了後には AppBundle、使用ファイルは削除

▪ キャッシュして後日の WorkItem で使用することは不可

{
'width':999,
'height':555

}
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入力ファイルと出力ファイルの扱い

▪ セキュリティ上、次のようなファイル操作の自動化は不可

▪ ローカル PC から DA API 作業領域に参照ファイルを保存

▪ DA API 作業領域から成果ファイルをローカル PC に保存

▪ Web セキュリティ上の制限：ユーザ操作が必要

①

②

③
③-2

③-1
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入出力ファイル指定は署名付き URL で

▪ ユーザにリソース アクセス権を有効期限付きで一時的に提供

▪ クラウド ストレージから DA API 作業領域に参照ファイルを保存

▪ DA API 作業領域から成果ファイルをクラウド ストレージに保存

③-2

③-1
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OSS の Direct-to-S3 アプローチへの移行

▪ アップロードとダウンロードで AWS S3 に直接アクセス

▪ DA チュートリアルが利用可能

参考ブログ記事：Data Management OSS (Object Storage Service) の Direct-to-S3 アプローチへの移行について

Project Service

Data Service

Object Storage Service

Hub Project

FolderItem

Version

OSS

Item

Version

OSS

OSS

2-legged OAuth

Forge アプリ Forge アプリ

3-legged OAuth

https://forge.autodesk.com/en/docs/design-automation/v3/tutorials/autocad/task5-prepare_cloud_storage/
https://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2022/03/data-management-oss-object-storage-service-migrating-to-direct-to-s3-approach.html


▪ 日本での利用時次のクエリーパラメータ指定を推奨
▪ GET buckets/:bucketKey/objects/:objectKey/signeds3upload

▪ “useAcceleration=true” 

▪ GET buckets/:bucketKey/objects/:objectKey/signeds3download：

▪ “useCdn=true”

Direct-to-S3 アプローチの署名付き URL 要求

“useAcceleration=true”/“useCdn=true” あり

“useAcceleration=true”/“useCdn=true” なし

従来

参考ブログ記事：Direct-to-S3 アプローチの署名付き URL 要求について

https://nam11.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fforge.autodesk.com%2Fen%2Fdocs%2Fdata%2Fv2%2Freference%2Fhttp%2Fbuckets-%3AbucketKey-objects-%3AobjectKey-signeds3upload-GET%2F&data=05%7C01%7Ctoshiaki.isezaki%40autodesk.com%7C516eb8877980433ecf8a08da599bf09e%7C67bff79e7f914433a8e5c9252d2ddc1d%7C0%7C0%7C637920823562339064%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJWIjoiMC4wLjAwMDAiLCJQIjoiV2luMzIiLCJBTiI6Ik1haWwiLCJXVCI6Mn0%3D%7C3000%7C%7C%7C&sdata=UR06hW5dzFQtmvw7a4wsYbTypOOwmuJF%2BF0RwNqOXqc%3D&reserved=0
https://nam11.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fforge.autodesk.com%2Fen%2Fdocs%2Fdata%2Fv2%2Freference%2Fhttp%2Fbuckets-%3AbucketKey-objects-%3AobjectKey-signeds3download-GET%2F&data=05%7C01%7Ctoshiaki.isezaki%40autodesk.com%7C516eb8877980433ecf8a08da599bf09e%7C67bff79e7f914433a8e5c9252d2ddc1d%7C0%7C0%7C637920823562339064%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJWIjoiMC4wLjAwMDAiLCJQIjoiV2luMzIiLCJBTiI6Ik1haWwiLCJXVCI6Mn0%3D%7C3000%7C%7C%7C&sdata=CSATIdj3hvnsuH6Bd9%2BTm3QUXtFc86DSsCYdJUIZKBg%3D&reserved=0
https://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2022/07/request-signed-url-on-direct-to-s3-approach.html
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onCompleteハンドラへのWorkItemの完了通知

workItemを作成
(onComplete URLを指定）

DesignAutomation.js

workItem完了
を非同期通知

DNS 解決出来ない為、開発環境の
localhost:3000 を呼び出せない！
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ローカル開発環境で通知を受けるために

▪ OnComplete コールバック URL はトンネル化が必要
▪ https://ngrok.com/download

▪ コマンド プロンプト上で ngrok.exe http <ポート番号>

▪ 例）ngrok http 3000

http://localhost:3000 >> http://1e7e-115-162-81-167.ngrok.io

参考ブログ記事：Forge Webhooks API ローカル開発環境について

https://ngrok.com/download
https://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2018/12/local-development-environment-for-forge-webhooks-api.html
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WorkItemの実行結果をクライアントに通知

Web サーバー

ForgeDesignAutomation.js

WebSocket
DesignAutomation.js

iptファイルのDownload URL

DA reportの内容

Work Itemの完了通知



Forge Design Automation 
でiLogicを実行する
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Inventorコアエンジンの/s オプション

InventorCoreConsole.exe
✓ Design Automation for Inventor用のコアエンジン
✓ クライアント版Inventorには同梱されていない
✓ 起動引数で指定されたAppBundleをロードし、AppBundleの

メソッド（のどちらか）を実行
▪ Run(Document doc) ：所定起動引数のみ場合

▪ RunWithArguments(Document doc, NameValueMap map)： 所定引数
以外を指定した場合。所定以外の引数はNameValueMapにキー“-1”, “-
2”…で順に格納される

✓ InventorCoreConsole.exeの所定起動引数
▪ /al : ロードするAppBundleのパス

▪ /i : ロードするドキュメントのパス

▪ /s : 実行するスクリプトファイルへのパス

API Reference：Inventor Command Line Reference

https://forge.autodesk.com/en/docs/design-automation/v3/reference/cmdLine/cmdLine-inventor/
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iLogicファイルの指定方法

設定

×
AppBundle

Cloud Storage

Inventor File

場所

Parameter/ 
Argument

Activity

WorkItem

参考ブログ記事：Design Automation API for Inventor - iLogicを利用したDesign Automationの実行方法

https://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2020/11/design-automation-api-for-inventor-various-way-to-run-ilogic.html
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AppBundle内のiLogicの実行

Activity
{

"id": "{ActivityId}",
"commandLine": [

"$(engine.path)\\InventorCoreConsole.exe /i \"$(args[InventorDoc].path)\" /s \"$(appbundles[{AppBundle
Name}].path)\\iLogicPlugin.bundle\\Contents\\input.iLogicVb\""
…
},
"appbundles": [{AppBundleId + AppBundleAlias}],
…

AppBundle
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Parameter/Argumentによる指定

Activity

WorkItem

{
"id": "{ActivityId}",

"commandLine": [
"$(engine.path)\\InventorCoreConsole.exe /i \"$(args[InventorDoc].path)\" /s  $(args[iLogicName].path)“

…

{
"activityId": "{specify activity id + alias}",
"arguments": {

"InventorDoc": {
"url": "{specify input file url}"

},
"iLogicName": {

"value": "iLogicVb.RunRule(\"MyRule\")"
},

…

[01/27/2021 06:37:20] Starting work item 06d287cc9e7248259f08e6050499a75f
[01/27/2021 06:37:20] Start download phase.
[01/27/2021 06:37:20] Start downloading input: verb - 'GET', url -
'https://developer.api.autodesk.com/oss/v2/signedresources/f46ee514-9332-4e96-8c9a-53a55dd71fce?region=US'
[01/27/2021 06:37:20] '84480' bytes have been written to 
T:\Aces\Jobs\06d287cc9e7248259f08e6050499a75f\Input.ipt.
[01/27/2021 06:37:20] End downloading file 'https://developer.api.autodesk.com/oss/v2/signedresources/f46ee514-
9332-4e96-8c9a-53a55dd71fce?region=US'.
[01/27/2021 06:37:20] End download phase successfully.
[01/27/2021 06:37:21] Start preparing script and command line parameters.
[01/27/2021 06:37:21] Command line: [ /i "T:\Aces\Jobs\06d287cc9e7248259f08e6050499a75f\Input.ipt" /s
"T:\Aces\Jobs\06d287cc9e7248259f08e6050499a75f\arg_iLogic.dat"]
[01/27/2021 06:37:21] End preparing script and command line parameters.

WorkItem実行時に、指定したvalue値が記載された
ファイルとしてCoreエンジンに渡され、実行される
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Inventorファイル内のiLogicの実行

▪ iLogicVb.RunRule(name As String)メソッド

✓ name 実行するiLogic ルール名

InventorCoreConsole.exe /i <inventor file> /s <script file>

…
iLogicVb.RunRule(“Rule 1")

…

参考ブログ記事：Design Automation API for Inventor - iLogicを利用したDesign Automationの実行方法

https://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2020/11/design-automation-api-for-inventor-various-way-to-run-ilogic.html
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Design Automation iLogicの記述の注意点

1. ThisApplicationではなくThisServerを
ThisApplication.ActiveDocumentではなく、
ThisDoc.Documentを使用する

2. UI表示を行う処理は記述しない

3. ログ出力はLoggerではなくTraceを使用する

参考ブログ記事：Design Automation API for Inventor - Inventor iLogic利用時の注意点

https://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2020/12/design-automation-api-for-inventor-note-writing-an-ilogic-for-da.html
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iLogicのGoExcel関連機能について

• Design Automationはクラウド上の仮想化された英語 Windows 環
境でコアエンジンを起動して実行される。

• InventorのExcel形式でのBOM出力等の”Excelファイルの出力”関連
の機能やiLogicのGoExcel 関連の関数は 、実行環境にインストール
されているExcel の機能を使用して実現。

• MS Officeのライセンス規約およびExcelの実装テクノロジ上、サー
バでExcel機能は利用出来ない。

参考： Documentation /Design Automation API /Developer‘s Guide / Restrictions

DA4Iで、iLogicのGoExcel 関連の関数は利用できません

https://forge.autodesk.com/en/docs/design-automation/v3/developers_guide/restrictions/#design-automation-api-for-inventor
https://forge.autodesk.com/en/docs/design-automation/v3/developers_guide/restrictions/#design-automation-api-for-inventor
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iLogic 活用のサンプル
• iLogicをWebブラウザからクラウド上で実行

• Inventorのインストール不要、Webブラウザがあればロケーションに関係
なく利用可能

https://brewingmachine.herokuapp.com/
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Design Automation for Inventor
iLogic実行のサンプルアプリケーション

https://forge-ilogic.herokuapp.com/

https://forge-ilogic.herokuapp.com/
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Design Automation for Inventorでアセンブリ、図面ファイ
ルを利用する場合

▪ Inventor の図面、アセンブリは複数の
Inventorファイルで構成されている

⇒親ファイル内に、参照しているファイルのパ
ス情報を持っており、Inventorで開く際にパ
ス情報を元にロード

▪ Design Automationの処理は、クラウド上に
アップロードしたデータを、 Design 
Automation実行環境（サーバ）にダウンロー
ドして実行する

⇒アセンブリ、図面の場合、参照する全ての
ファイルをフォルダ配下に配置し、ZIPでまと
めてアップロード

InventorのPack and Goを活用
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カスタムフォントの利用について

dwgfullPath = System.IO.Path.Combine(ThisDoc.Path, "Quotation.dwg")

‘図面を開く前にフォントをロードしておく
fontPath = System.IO.Path.Combine(ThisDoc.Path, "Dancing_Script", "static", 
"DancingScript-Regular.ttf")

Dim pfc As New System.Drawing.Text.PrivateFontCollection()
pfc.AddFontFile(fontPath)

‘図面を開く
dwgDoc = ThisServer.Documents.Open(dwgfullPath, False)

Dancing_Script

static

DancingScript-Regular.ttf

カスタムフォントを（AppBundleやDataファイルに含めて）
アップロードして、プラグインやiLogicでロード

*フォントのライセンスに留意してご利用ください

▪ Inventorファイル内に、カスタムフォントを含む場合、対象のフォントをロードする必要あり
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Forge活用事例

記事：Success Stories

https://forge.autodesk.com/ja/customer-stories/jfe-engineering
https://forge.autodesk.com/ja/customer-stories/dongzhiereheta
https://forge.autodesk.com/ja/customer-stories/applied-technology-co
https://forge.autodesk.com/ja/customer-stories/yasui-ae
https://forge.autodesk.com/ja/node/2132
https://forge.autodesk.com/ja/customer-stories/hololab
https://forge.autodesk.com/customers


90

ご注意：進化し続ける Forge・開発作業に終わりはなし

▪ Forge の機能向上によって動作が変わる可能性

▪ API によっては特定バージョン指定も可能

▪ 例）GET workitem/:id endpoint の Rate Limit 変更について

▪ クラウド開発にはメインテナンスが必須

▪ デスクトップ製品のアドイン開発とは異なります！

▪ 開発ベンダーとのサブスクリプション？契約が必要！！

クラウドサービス

https://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2022/03/rate-limit-change-for-da-endpoint-get-workitemid.html
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参考ブログ記事

• Forge Online - Design Automation：タスクの自動化
https://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2020/07/forge-online-design-automation-basics.html

• Forge Online - Design Automation：Inventor タスクの自動化
https://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2020/07/forge-online-design-automation-api-for-
inventor.html

• Design Automation API for Inventor - iLogicを利用したDesign Automationの実行方法
https://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2020/11/design-automation-api-for-inventor-various-way-to-
run-ilogic.html

• Design Automation API for Inventor - Inventor iLogic利用時の注意点
https://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2020/12/design-automation-api-for-inventor-note-writing-
an-ilogic-for-da.html

• Run iLogic Rule without AppBundle
https://forge.autodesk.com/blog/run-ilogic-rule-without-appbundle

• Different ways to run iLogic code
https://forge.autodesk.com/ja/node/1801

• Prepare iLogic Rules for Design Automation
https://forge.autodesk.com/blog/prepare-ilogic-rules-design-automation

https://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2020/07/forge-online-design-automation-basics.html
https://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2020/07/forge-online-design-automation-api-for-inventor.html
https://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2020/11/design-automation-api-for-inventor-various-way-to-run-ilogic.html
https://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2020/12/design-automation-api-for-inventor-note-writing-an-ilogic-for-da.html
https://forge.autodesk.com/blog/run-ilogic-rule-without-appbundle
https://forge.autodesk.com/ja/node/1801
https://forge.autodesk.com/blog/prepare-ilogic-rules-design-automation


付録：

コストについて
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Forge はデベロッパキー所有者へ ‘課金’

オートデスク

AUTODESK FORGE
DEVELOPER PLATFORM

Forge アプリ Forge アプリの
エンドユーザ

Forge アプリ開発者

デベロッパ キーを取得した開発者に
クラウドクレジットで従量課金

Forge アプリに対する課金方針は
Forge アプリ 開発者の自由裁量
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Forge 利用に対する ‘課金’ とは？

▪ クラウド クレジットによる従量 ’課金’

▪ オートデスク クラウド サービスのジョブ消費に対する抽象単位

▪ クレジット カードによる ‘通貨’ 課金ではない

▪ https://forge.autodesk.com/pricing

▪ 別途 Forgeサブスクリプションが必要

API 消費クラウドクレジット 単位 実質コスト（税抜）

Model Derivative – コンプレックス
ジョブ（Revit、Navisworks、IFC）

0.5 クラウドクレジット 変換 1.5ドル – 240円

Model Derivative – シンプル ジョブ
（Revit、Navisworks、IFC 以外）

0.1 クラウドクレジット 変換 0.3ドル – 48円

Design Automation – すべて 2 クラウドクレジット 処理時間 6.0ドル – 960円

Reality Capture 1 クラウドクレジット 写真画像 50 枚 3.0ドル – 480円

https://forge.autodesk.com/pricing
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Design Automation API のコスト算出

▪ WorkItem の実行時間に課金

▪ ファイルのダウンロードとアップロード時間を含む

▪ ストレージから実行環境への素材ファイルのダウンロード

▪ 実行環境からストレージへの成果ファイルのアップロード

▪ ログ上の timeDownloadStarted から timeUploadEnded まで

“timeQueued”: “2019-11-13T20:22:26.1972643Z”,

“timeDownloadStarted”: “2019-11-13T20:22:25.587368Z”,

“timeInstructionsStarted”: “2019-11-13T20:24:01.3217437Z”,

“timeInstructionsEnded”: “2019-11-13T20:24:35.4545907Z”,
“timeUploadEnded”: “2019-11-13T20:26:03.3608278Z”,

参考ブログ記事：Design Automation API の課金とコスト算出について

https://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2020/02/estimate-design-automation-costs.html
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クラウドクレジットの Autodesk Flex への移行

▪ Forge クラウドクレジットの移行フェーズ

▪ 第１フェーズ（2022年3月29日）

▪ クラウドクレジットは、1 クレジットあたり 1 US ドル（または
現地通貨換算額）から 3 US ドルに価格改定

▪ 日本では現在 1 クラウドクレジット税抜 160 円から 480 円へ

▪ 第２フェーズ（2022年11月7日）

▪ （Autodesk Flex の完全移行までForge で使用するクラウドクレ
ジット追加購入分）は、Autodesk から直接購入のみとなり、
Autodesk eStore や Autodesk パートナーを通じた購入不可

参考ブログ記事：Forge 価格変更について

https://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2022/02/upcoming-forge-pricing-changes.html
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3月29日以降の購入方法

▪ Forge サブスクリプション新規購入

▪ eStore

▪ オフライン（見積書→署名→PO発行/請求書発行）

▪ サブスクリプション期間中のクラウドクレジットの購入

▪ eStore

▪ オフライン（見積書→署名→PO発行/請求書発行）

▪ Forge サブスクリプション新規購入/
サブスクリプション期間中のクラウドクレジットの購入

▪ オフライン（見積書→署名→PO発行/請求書発行）

参考ブログ記事：3月29日以降の Forge サブスクリプションとクラウドクレジット購入

https://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2022/03/purchasing-forge-subs-and-cloud-credit-after-29-3.html
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11月7日に Autodesk Flex に移行
https://www.autodesk.co.jp/benefits/flex

▪ サブスクリプション制を廃止

▪ クラウド クレジットから Flex トークンによる従量課金

▪ 購入は特定の認定リセラーまで

▪ Autodesk Customer Success Hub

API 消費 Flexトークン 単位 実質コスト（税抜）

Model Derivative – コンプレックス
ジョブ（Revit、Navisworks、IFC）

0.5 Flex トークン 変換 1.5ドル – 180円

Model Derivative – シンプル ジョブ
（Revit、Navisworks、IFC 以外）

0.1 Flex トークン 変換 0.3ドル – 108円

Design Automation – すべて 2 Flex トークン 処理時間 6.0ドル – 720円

Reality Capture 1 Flex トークン 写真画像 50 枚 3.0ドル – 360円

参考ブログ記事：クラウド クレジットから Autodesk Flex への移行について

https://www.autodesk.co.jp/benefits/flex
https://customersuccess.autodesk.com/partners/search?search=&locations%5B%5D=Japan&languages%5B%5D=Japanese&services%5B%5D=Flex
https://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2022/09/goodbye-cloud-credits-hello-flex-tokens.html
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クラウドクレジットは当面存続

▪ 未使用のクラウドクレジットは購入後１年間有効

▪ 2022年3月28日に購入した CC は2023年3月27日まで使用可能

▪ Flex 各国で導入されるわけではない

▪ Flex 未適用国では Flex 導入まで CC の購入と利用を継続

▪ Autodesk Flex トークン ≠ EBA Token Flex トークン
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